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Ｓ
Ａ
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余
念
な
く
庭
仕
事
す
る
友
を
訪
ふ
不
要
不
急
の
豊
か
な
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

　
下
句
が
い
い
。
友
の
充
実
し
た
時
間
を
共
有
し
て
の
充
実
感
。

わ
れ
を
呼
ぶ
甘
や
か
な
声
も
笑
顔
も
な
く
女め

の
孫
颯
爽
と
自
転
車

で
去
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

　
幼
い
頃
と
の
変
化
に
、
淋
し
い
が
成
長
を
感
じ
て
い
る
作
者
。

「
根
性
で
は
治
り
ま
せ
ん
よ
　
若
く
な
い
」
ベ
テ
ラ
ン
医
師
は
さ

ら
り
告
げ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

　「
ベ
テ
ラ
ン
」「
さ
ら
り
」
だ
か
ら
こ
そ
、
堪
え
る
が
納
得
。

早
朝
に
目
力
強
き
写
メ
届
く
手
術
ガ
ン
バ
レ
と
孫
三
人
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
船
　
小
笹
岐
美
子

波
音
の
と
ど
く
み
堂
に
手
話
親
子
は
る
か
に
島
と
巨
船
か
が
や
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

手
折
り
来
て
水
に
挿
し
た
る
ハ
ル
ジ
オ
ン
生
き
生
き
と
し
て
こ
こ

に
あ
り
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

戦
場
に
勝
者
敗
者
の
区
別
な
し
み
な
夢
を
も
つ
若
き
兵
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
宮
塚
　
　
肇

気
配
と
は
こ
ん
な
に
感
じ
る
も
の
な
の
か
見
つ
め
ら
れ
る
方
に
目

が
動
く
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

夜
毎
読
む
聖
書
の
言
葉
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
友
の
メ
ー
ル
の
「
思
い

わ
ず
ら
う
な
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　材
木
座
　
有
野
裕
美
子

農
な
れ
ば
迷
う
こ
と
な
し
コ
ロ
ナ
禍
に
今
日
の
仕
事
は
ナ
ス
苗
植

付
け 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

寺
分
　
田
中
　
快
昌

一
群
れ
の
著
莪
乱
れ
咲
く
崖
の
陰か

げ

花
踊
る
が
に
紋
白
蝶
舞
ふ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
台
　
下
田
　
和
夫

〈
天
〉春
潮
に
軋
み
大
き
く
舫
ひ
船
　
　
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

　
鎌
倉
の
湾
で
よ
く
み
ら
れ
る
景
色
を
う
ま
く
伝
え
て
く
れ
た
。

何
よ
り
も
描
写
が
的
確
。
ま
た
、
春
の
潮
も
生
き
て
い
る
。

〈
地
〉板
前
が
今
夜
の
自
慢
初
が
つ
お
　
　
藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

　
い
き
の
よ
い
初
鰹
が
見
え
て
く
る
作
品
。
板
前
の
方
に
視
線
が

向
い
て
い
る
の
が
俳
諧
味
が
あ
っ
た
。

〈
人
〉
花
い
か
だ
鯉
の
せ
び
れ
に
乱
れ
た
り 

藤
沢
市
　
三
浦
和
子

　
ま
っ
す
ぐ
に
流
れ
去
る
と
思
っ
た
が
、
鯉
の
背
鰭
に
ぶ
つ
か
っ

て
乱
れ
た
の
で
あ
る
。
人
生
観
に
つ
な
が
る
場
面
で
も
あ
っ
た
。

春
ら
ん
ま
ん
路
地
の
公
園
ベ
ン
チ
だ
け
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
春
爛
漫
と
は
い
え
ベ
ン
チ
だ
け
で
は
少
し
物
足
り
な
い
と
こ
ろ
。

若
葉
雨
日
に
日
に
山
の
ふ
く
ら
め
る
　
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

　
い
ろ
ん
な
自
然
が
山
を
膨
ら
ま
す
の
で
あ
る
が
、
こ
の
若
葉
雨

は
季
題
と
し
て
も
適
切
。
若
葉
自
体
も
育
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

花
筏
つ
き
く
る
も
あ
り
離
る
る
も
　
　
　
　
植
木
　
風
見
　
玲
子

　
写
生
句
は
見
た
と
こ
ろ
を
ど
う
言
葉
に
す
る
か
面
白
い
。
中
七

か
ら
下
五
の
表
現
に
よ
っ
て
動
き
ま
で
伝
わ
っ
て
き
た
一
句
だ
。

黒
南
風
や
湘
南
お
ほ
ふ
潮う

し
お

の
香
　
　
　
　
　
辻
堂
　
柳
　
　
蒼
柳

春
愁
や
雨
音
の
し
て
犬
吠
え
る
　
　 

　 

　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

地
蔵
仏
撫
で
る
桜
や
本
覚
寺
　
　
　
　
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

大
輪
の
牡
丹
の
花
に
風
そ
よ
ぐ
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

瀬
の
音
に
混
じ
り
て
ゆ
き
ぬ
河
鹿
笛
　
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

義
時
に
ゆ
か
り
の
寺
や
山
桜
　
　
　
　
　
　
今
泉
　
小
林
　
貞
夫

短
夜
や
出
船
見
守
る
富
士
の
山
　
　
　
　
　
腰
越
　
七
海
　
定
雄

釣
り
竿
に
漁
信
待
つ
澪
海
霧
の
朝
　
　
　
　
　
台
　
魚
住
　
藤
明

桜
し
べ
過
ぎ
去
り
し
こ
と
語
る
な
く
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

江
の
島
に
残
る
砲
台
花
海
桐
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

八
十
八
夜
貸
農
園
に
人
あ
ふ
れ
　
　
　
　
藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

旧
友
の
便
り
稀
な
り
竹
の
秋
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
大
塚
喜
代
子

一
山
の
鳥
の
に
ぎ
や
か
虚
子
忌
か
な
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

飛
ぶ
如
く
暗
雲
走
り
来
春
疾
風
　
　
　
　
横
浜
市
　
成
田
　
保
子

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

　「
意
外
と
書
け
な
い
、
短

く
て
わ
か
り
や
す
い
文
章
を

書
く
技
術
！
」
と
帯
に
書
か

れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
、
日
常
的
に
短
い

文
章
を
書
く
機
会
が
増
え
て

い
る
が
、
要
領
よ
く
思
い
を

伝
え
る
の
は
難
し
い
。

　
朝
日
新
聞
夕
刊
１
面
の
コ

ラ
ム
「
素
粒
子
」
を
７
年
半

書
き
続
け
て
き
た
真
田
正
明

さ
ん
が
、
簡
潔
な
文
章
で
言

い
た
い
こ
と
、
思
い
を
伝
え

る
書
き
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
示

す
＝
写
真
。

　
１
９
５
６
年
、
大
阪
生
ま

れ
。
京
都
大
学
文
学
部
哲
学

科
を
卒
業
後
、
１
９
８
０

年
、
朝
日
新
聞
入
社
。
警
視

庁
キ
ャ
ッ
プ
、プ
ノ
ン
ペ
ン
・

ジ
ャ
カ
ル
タ
支
局
長
、
ア
ジ

ア
総
局
長
な
ど
を
経
て
論
説

副
主
幹
を
勤
め
、
２
０
２
１

年
退
社
。
２
０
１
５
年
に
都

内
か
ら
鎌
倉
に
転
居
、「
海

と
山
と
歴
史
の
あ
る
街
が
大

好
き
」
と
鎌
倉
検
定
２
級
取

得
、
街
に
慣
れ
親
し
む
。
現

在
、
京
大
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ

と
し
て
百
周
年
記
念
誌
の
編

さ
ん
に
関
わ
る
。

　「
コ
ツ
が
あ
る
の
で
そ
れ

を
押
さ
え
れ
ば
誰
で
も
書
け

る
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
の

で
お
話
と
し
て
も
楽
し
ん
で

も
ら
え
れ
ば
」
と
話
す
。

　
１
５
０
０
円
（
税
別
）、

さ
く
ら
舎
刊
。

　
※
真
田
さ
ん
は
、
鎌
倉
朝

日
２
月
号
か
ら
「
ひ
と
」
欄

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

『
朝
日
新
聞
記
者
の
２
０
０
字
文
章
術

～
極
小
コ
ラ
ム
「
素
粒
子
」の
技
法
』

真
田
正
明
　著

新　刊

　
４
月
中
旬
、
４
年
振
り
に
生

ま
れ
故
郷
の
三
重
県
に
妻
と
一

泊
二
日
の
旅
を
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
遠
出
が
出
来
な

か
っ
た
せ
い
で
あ
る
。
今
回
の

旅
の
目
的
は
、
三
重
県
鈴
鹿
市

に
あ
る
椿

つ
ば
き

大お
お
か
み
や
し
ろ

神
社
の
宮
司
山

本
行ゆ

き

恭や
す

氏
と
の
不
思
議
な
ご

縁
に
導
か
れ
て
の
対
談
で
あ
っ

た
。

　
こ
の
３
カ
月
、
ロ
シ
ア
軍
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
心
煩

わ
さ
れ
て
い
た
の
で
、
ふ
る
里

の
椿
大
神
社
に
参
拝
し
、
初
対

面
の
山
本
宮
司
と
お
話
が
出
来

る
の
は
、
大
い
な
る
喜
び
で

あ
っ
た
。こ
の
対
談
の
様
子
は
、

人
間
学
を
学
ぶ
月
刊
誌『
知
致
』

５
月
号
に
「
子
々
孫
々
に
遺
し

て
お
き
た
い
日
本
の
心
」
と
題

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
私
に

と
っ
て
こ
の
対
談
は
、
世
界

難
と
も
い
え
る
コ

ロ
ナ
禍
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
対
し

て
、
平
和
の
祈
り

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

世
界
に
届
け
る
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
２
月
下
旬
、
ロ

シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

始
ま
っ
て
以
来
、
古
事
記
の
道

開
き
の
神
・
猿
田
彦
大
神
と
困

難
な
状
況
に
風
穴
を
開
け
る
ア

メ
ノ
ウ
ズ
メ
命
の
二
柱
の
夫め

お
と婦

神
の
ド
ラ
マ
が
し
き
り
と
思
い

出
さ
れ
た
。
こ
の
猿
田
彦
大
神

と
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
命
の
夫
婦
神

は
異
な
る
二
つ
の
世
界
（
国
津

神
＝
地
上
世
界
と
天
津
神
＝
天

上
世
界
）
を
つ
な
ぎ
、
世
界
の

平
和
を
達
成
し
て
ゆ
く
神
々
な

の
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
思
い
を
抱
い
て
い
る

矢
先
、
山
本
宮
司
と
の
祈
り
の

　
　

対
談
が
実
現
し
た
の
は
、「
知

致
」編
集
部
の
導
き
と
は
い
え
、

私
に
は
、
大
い
な
る
シ
ン
ク
ロ

ニ
シ
テ
ィ
ー
で
あ
っ
た
。

　
と
い
う
の
も
、
椿
大
神
社
は

伊
勢
国
一
の
宮
で
、
ま
さ
し
く

猿
田
彦
大
神
と
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ

命
を
祀
る
神
社
で
あ
っ
た
か
ら

だ
。
椿
大
神
社
は
、
猿
田
彦
大

神
を
祀
る
全
国
２
千
余
社
の
大

本
宮
と
し
て
、
創
設
２
０
２
５

年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
古
社

で
あ
り
、
格
式
あ
る
本
殿
の
た

た
ず
ま
い
か
ら
は
、
す
が
す
が

し
さ
が
漂
っ
て
い
た
。

　
対
談
は
、
ま
ず
日
本
人
の
祈

り
の
あ
り
方
か
ら
始
ま
っ
た
。

祈
り
の
力
、
言
霊
の
力
に
つ
い

て
語
り
あ
っ
た
。
そ
し
て
宮
司

か
ら
、
日
本
人
の
心
の
底
に
流

れ
て
い
る
神
道
の
教
え
、「
か

ん
な
が
ら
の
道
」
に
つ
い
て
、

お
教
え
を
い
た
だ
い
た
。

　
山
本
宮
司
は
、
神
道
の
教
え

は
、
生
活
の
実
践
の
哲
学
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
。
人
と
し
て
踏

む
べ
き
道
や
常
識
に
添
う
生
き

方
が
、
神
道
の
基
本
の
教
え
で

あ
る
。つ
ま
り
、「
か
ん
な
が
ら
」

神
道
と
古
事
記
が
伝
え
る
日
本
人
の
生
き
方　

　　　                            

池
田
雅
之

46

山本宮司（右）と筆者
（撮影・斎藤文護）

と
は
神
の
御み
こ
こ
ろ心に
そ
っ
て
、
人

間
と
し
て
あ
る
べ
き
道
を
歩
む

こ
と
だ
と
い
う
。

　『
古
事
記
』
に
は
、
人
道
に

も
と
る
行
為
（
天
津
罪
と
国
津

罪
）
と
い
っ
た
日
本
人
の
モ
ラ

ル
の
あ
り
方
が
は
っ
き
り
と
記

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、

古
事
記
は
神
道
の
教
え
の
良
き

教
科
書
と
も
い
え
る
。
子
々

孫
々
ま
で
伝
承
し
て
お
き
た
い

神
道
の
教
え
が
満
載
さ
れ
て
い

る
の
が
、
古
事
記
で
あ
る
。
猿

田
彦
大
神
と
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
命

の
神
話
は
、
異
質
な
人
間
同
士

が
、
い
か
に
和
合
し
て
道
を
開

い
て
い
く
か
を
語
っ
て
い
る
。

今
日
の
コ
ロ
ナ
禍
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
を
考
え
る
上
で
こ
の
夫

婦
神
の
神
話
は
示
唆
的
な
も
の

を
含
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
・
鎌

倉
て
ら
こ
や
顧
問
）

　鎌倉市中央図書館 ( ☎ 25･2611) は 4 月に一般 200 冊、
児童書 10 冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「世界の「頭のいい人」がやっていることを１冊にま
とめてみた」中野信子著　アスコム ▼「日蓮の手紙」日
蓮著　植木雅俊訳・解説　KADOKAWA（角川ソフィ
ア文庫）▼「源家滅亡－尼御台所政子と北条義時の時代」
菊池紳一著　山川出版社▼「源氏の血脈－武家の棟梁へ
の道」野口実著　講談社（講談社学術文庫）▼「北条義時
と鎌倉がわかる」毎日新聞出版（毎日ムック）
　▼「最後の講義完全版これからの時代を生きるあなた
へ－安心して弱者になれる社会をつくりたい」上野千鶴
子著　主婦の友社 ▼「和辻哲郎建築と風土」三嶋輝夫著
　筑摩書房（ちくま新書）▼「古民家再生物語－築百年（明
治末期）の古民家再生工事その全容」長谷川和男著　南
風舎 ▼「森と木と建築の日本史」海野聡著　岩波書店（岩
波新書）▼「図説なつかしの遊園地・動物園」生田誠著　
河出書房新社（ふくろうの本）
　▼「お金のなる木を育てなさい－世界一やさしい副業・
投資の始め方」小林昌裕著　朝日新聞出版 ▼「禅と出会
う」横田南嶺著　春秋社 ▼「ビジネスエリートの必須教
養「世界の民族」超入門－世界９６カ国で学んだ元外交
官が教える」山中俊之著　ダイヤモンド社 ▼ 「EXTRA 
LIFE －なぜ 100 年間で寿命が 54 年も延びたのか」ス
ティーブン・ジョンソン著　朝日新聞出版

鎌倉市中央図書館 （4月分）

各
子
ど
も
２
百
円
、
大
人
５

百
円
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
５
百

円
。
メ
ー
ル
予
約flatcafe

kam
akura@gm

ail.com

渡
邉
方
☎
０
９
０
・
５
１
９

９
・
１
６
５
４

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
６
月

24
日
９
～
15
時
。
雑
貨
･
衣

類 ･
手
造
り
品
な
ど
約
20
店
。

▽
骨
董
市
25
日
８
～
15
時
。

　
※
フ
リ
マ
・
骨
董
出
店
者

募
集
。
片
岡
方
☎
０
９
０
・

５
４
４
２
・
３
７
７
８

▼
北
鎌
倉
･
台
峯
の
緑
し
ぜ
んを
と

も
に

▽
山
の
手
入
れ
６
月
18
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。

▽
山
歩
き
19
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・
望

月
方
☎
45
・
７
４
２
０

▼
鎌
倉
の
15
人

　
６
月
８
日
19
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
時
空
を

超
え
た
文
化
の
出
逢
い
。
室

内
合
奏
コ
ン
サ
ー
ト
。
ビ
バ

ル
デ
ィ
四
季
よ
り「
春
」ほ
か
。

か
ま
く
ら

藤
家
☎
73

 

・
８
４
９

２▼
湘
南
コ
ン
サ
ー
ト
の
会

鎌
倉
か
ら
パ
リ
へ
～
国
際
的

ピ
ア
ニ
ス
ト
鈴
木
隆
太
郎

　
６
月
４
日
13
時
・
15
時
半
。

藤
沢
リ
ラ
ホ
ー
ル
。
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
「
熱
情
」
リ
ス
ト

「
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
回

想
」
な
ど
。
３
千
円
、 

学
生

２
千
円
。
同
会
☎
０
８
０
・

７
３
８
３
・
７
６
１
７

▼
躍
動
の
チ
ェ
リ
ス
ト
宮
田

大with 

湘
南
エ
ー
ル
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
特
別
公
演

　
６
月
30
日
18
時
、
藤
沢
市

民
会
館
（
19
時
半
頃
終
演
予

定
）。ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
「
チ
ェ

ロ
協
奏
曲
ロ
短
調
作
品
１
０

４
」、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
未

完
成
交
響
曲
」な
ど
。３
５
０

０
円
、学
生
２
千
円
。湘
南
エ

ー
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
☎
０
８

０
・
７
３
８
３
・
７
６
１
７

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

　
企
画
展「
追
悼
・山
内
静
夫

　
松
竹
大
船
撮
影
所
物
語
」

　
６
月
12
日
ま
で
。
鎌
倉
に

生
き
、
鎌
倉
を
愛
し
た
名
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
偲
び
、
松

竹
大
船
撮
影
所
と
映
画
文
化

の
歩
み
を
辿
る
。
２
百
円
。

▽
関
連
上
映
　
６
月
１
・
３

日
14
時
、
４
日
10
時
半
「
滝

を
見
に
い
く
」
２
・
４
日
14

時
「
東
京
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
」
３
日
10
時
半
、
５

日
14
時
「
恋
人
た
ち
」
７
日

10
時
半
、
８
・
10
・
12
日
14

時
「
渦
」
７
・
９
・
11
日
14
時
、

12
日
10
時
半
「
利
休
」
各
千

円
、
小
中
学
生
５
百
円
。

☎
23 

・
２
５
０
０

▼
現
代
美
術

　
草
間
彌
生
・
李
禹
煥
他

ギ
ャ
ラ
リ
ー
伸
☎
24
４
０
８
１

▼
草
野
啓
利 

吹
き
ガ
ラ
ス
展

　
６
月
30
日
ま
で
ギ
ャ
ラ
リ

ー
一
翆
堂
。
無
料
。
☎
22
・

３
７
６
９

▼
村
田
良
策
記
念
ア
ト
リ
エ

Ｍ
合
同
展

　
６
月
５
日
ま
で
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
創
立
54
年

の
ア
ト
リ
エ
Ｍ
（
主
宰
・
村

田
佳
代
子
さ
ん
）３
教
室
生

の
水
彩
、
パ
ス
テ
ル
、
デ
ッ
サ

ン
。
名
画
模
写
作
品
な
ど
１

１
０
点
。
☎
22
・
１
７
５
９

▼
北
条
氏
展

vol.
２
　
鎌
倉
武

士
の
時
代 

ー
武
士
の
姿
へ

の
憧
憬

　
６
月
12
日
ま
で
鎌
倉
国
宝

館
。
鎌
倉
武
士
が
画
題
の
浮

世
絵
版
画
や
屏
風
絵
、
武
具

の
展
示
。
７
百
円
。
☎
22
・

０
７
５
３

▼
い
の
ち
と
平
和
を
考
え
る

映
画
祭

　
６
月
10
・
11
日
、
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
。
10
日
10
時
半
・

11
日
14
時
「
荒
野
に
希
望
の

灯
を
と
も
す
」―
医
師・中
村

哲
の
35
年
間
の
実
践
と
思
索
。

10
日
14
時
・
11
日
10
時
半「
ヒ

ロ
シ
マ
へ
の
誓
い
」
―
サ
ー

ロ
ー
節
子
と
と
も
に
。
各
回

７
百
円
。
逗
子
・
葉
山
九

条
の
会
富
塚
方
☎
０
４
６ 

・

８
７
８ 

・
６
０
４
４

▼
こ
れ
っ
て
さ
わ
れ
る
の
か

な
？
彫
刻
に
触
れ
る
展
覧
会

　
６
月
11
日
～
９
月
４
日
県

立
近
代
美
術
館
鎌
倉
別
館
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
24

点
の
さ
わ
れ
る
彫
刻
作
品
を

展
示
。
多
様
な
素
材
の
感
触

を
楽
し
む
。
２
５
０
円
。
☎

22
・
５
０
０
０

▼
洞
窟
遺
跡
を
掘
る
―
海
蝕

洞
窟
の
考
古
学

　
６
月
26
日
ま
で
県
立
歴
史

博
物
館
。
県
立
歴
史
博
物
館

が
発
掘
し
た
間
口
洞
窟
遺
跡

な
ど
三
浦
半
島
の
洞
窟
遺
跡

で
出
土
し
た
資
料
か
ら
、
そ

こ
に
生
き
た
人
々
の
姿
、
考

古
学
の
魅
力
を
伝
え
る
。
７

百
円
。
☎
０
４
５
・
２
０
１

 

・
０
９
２
６

▼
兼
好
法
師
と
徒
然
草

　
７
月
24
日
ま
で
県
立
金
沢

文
庫
。『
徒
然
草
』
と
歴
史

史
料
か
ら
兼
好
と
彼
の
生
き

た
時
代
を
読
み
解
く
。
５
百

円
。
☎
０
４
５
・
７
０
１
・

９
０
６
９

書
機
が
置
か
れ
て
い
る
。

　
読
書
好
き
は
母
親
譲
り

だ
。
母
親
に
頼
ま
れ
て
、
図

書
館
の
本
を
借
り
て
く
る
こ

と
も
多
か
っ
た
。
そ
の
母
が

昨
年
12
月
に
亡
く
な
っ
た
。

最
後
の
１
年
は
視
力
が
落
ち

て
い
た
が
、
本
を
読
み
た
い

と
い
い
続
け
て
い
た
。
本
好

き
に
応
え
た
い
気
持
ち
は
強

い
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
の
影
響

で
、「
源
頼
朝
の
絵
が
あ
り

ま
せ
ん
か
」
な
ど
と
、
メ
デ

ィ
ア
関
係
や
市
外
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
。

今
年
、
開
設
１
１
１
年
。
神

奈
川
県
で
最
も
古
い
図
書
館

だ
。歴
史
の
あ
る
街
だ
け
に
、

郷
土
資
料
が
充
実
し
て
い
る

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
課
長
。
33
年

の
市
職
員
生
活
の
な
か
で
、

障
害
者
福
祉
や
保
育
関
係
の

担
当
が
半
分
を
占
め
る
。
市

教
委
の
部
局
は
初
め
て
だ
。

　「
こ
れ
ま
で
は
外
か
ら
見

て
い
た
が
、
中
に
入
っ
て
、

職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
熱
意
を
も

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の

を
、
目
の
当
た
り
に
し
た
。

仕
事
は
大
変
で
も
助
け
合
っ

て
い
け
ば
乗
り
切
れ
る
」。

　
今
年
度
は
鎌
倉
市
の
「
第

３
次
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計

画
」と「
第
３
次
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
」
の
最
終
年

　
借
り
た
い
だ
け
借
り
た
本

を
か
ば
ん
に
詰
め
込
み
、
ワ

ク
ワ
ク
し
て
帰
っ
た
。
宝
の

山
の
よ
う
に
思
え
た
。
小
学

生
の
こ
ろ
の
思
い
出
だ
。

　
鎌
倉
市
材
木
座
で
生
ま
れ

育
ち
、
い
ま
も
住
む
。
慣
れ

親
し
ん
だ
中
央
図
書
館
の
館

長
に
、
４
月
１
日
付
で
就
任

し
た
。
直
前
は
総
務
部
コ
ン

栗
くりはら

原 章
あ き お

郎さん

鎌倉市中央図書館

館長に就任した

度
。
次
の
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
の
策
定
に
向
け
た

連
絡
会
が
３
月
に
発
足
し

た
。パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ホ
、
ゲ

ー
ム
機
と
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
化
し
、
読
書

の
時
間
が
減
っ
て
い
る
。
図

書
館
を
中
心
に
保
育
園
、
幼

稚
園
、
学
校
な
ど
の
関
係
者

が
集
ま
り
、
活
字
離
れ
を
な

く
す
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
。

　
３
年
前
に
は
「
読
書
バ
リ

ア
フ
リ
ー
法
」
が
で
き
た
。

障
害
者
や
高
齢
者
、
外
国
語

を
母
語
に
す
る
人
ら
に
、
活

字
文
化
に
接
す
る
機
会
を
提

供
す
る
取
り
組
み
も
進
む
。

中
央
図
書
館
の
２
階
に
は
、

視
覚
障
害
者
の
た
め
に
本
を

読
み
あ
げ
て
く
れ
る
機
械

「
よ
む
べ
え
」
や
、
拡
大
読

●
真
珠
は
育
つ
母
の
愛
で
　

　
６
月
。
誕
生
石
は
真
珠
。

古
来
、
真
珠
は
貴
重
な
交
易

品
。「
魏
志
倭
人
伝
」
に
は

倭
国
の
特
産
品
に
「
真
珠
・

青
珠
」
を
挙
げ
て
い
る
。

　
中
国
で
は
水
中
の
宝
石
は

珠
、
山
の
宝
石
は
玉

ぎ
ょ
くと

呼
ん

で
い
る
。
な
か
で
も
古
代
中

国
で
は
真
珠
は
瑪め

の
う瑙

や
琥こ

は
く珀

と
共
に
貴
重
な
七
宝
。

　
ま
た
我
が
国
、
正
倉
院
に

は
聖
武
天
皇
の
礼
服
、
冠
の

装
飾
品
と
し
て
ビ
ー
ズ
で
繋

い
だ
真
珠
３
８
３
０
個
が
収

蔵
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経

て
真
珠
は
「
オ
リ
エ
ン
ト
の

富
」
と
讃
え
、
支
配
者
の
象

徴
に
な
っ
た
。
マ
ル
コ
ポ
ー

ロ
も
コ
ロ
ン
ブ
ス
も
日
本
の

真
珠
に
憧
れ
た
。

　
画
家
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
も
少

女
の
真
珠
の
耳
飾
り
に
魅
か

れ
絵
筆
を
す
す
め
た
。
ま
た

フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
、
コ
ク
ト

ー
の
「
私
の
耳
は
貝
の
殻
、

海
の
響
き
を
懐
か
し
む
」
の

詩
句
は
真
珠
の
心
を
呟
い
た

モ
ノ
ロ
ー
グ
で
は
な
い
か
。

佐
伯
　
仁

�

　
一
方
、
江
戸
期
、
長
崎
大

村
湾
の
真
珠
は
盛
況
を
博
し

た
が
、
や
が
て
御
木
本
幸
吉

が
１
８
９
４
年
（
明
治
27
）

に
真
珠
養
殖
に
成
功
。
日
本

真
珠
ブ
ー
ム
が
到
来
。

　
現
代
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
や
タ
ヒ
チ
で
養
殖
は
盛
ん

で
時
代
の
推
移
が
窺
え
る
。

　
海
育
ち
の
真
珠
に
は
母
の

温
も
り
が
あ
る
。
そ
れ
は
漢

字
の
海
に
は
「
母
」
が
い
る

か
ら
か
。

　
刻
々
と
真
珠
は
育
つ

　
夏
の
海
　
　
松
尾
い
は
ほ

海
の
囁
き
を
聴
く

▼Tango Nuevo2

　
７
月
10
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
タ
ン
ゴ

界
の
革
命
児
ピ
ア
ソ
ラ
生
誕

百
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
の
第

２
部
。
鈴
木
崇
朗
さ
ん
（
バ

ン
ド
ネ
オ
ン
）、
村
田
望
さ

ん
（
歌
）、ら
で
「
ア
デ
ィ
オ

ス
・
ノ
ニ
ー
ノ
」
な
ど
。
４

千
円
、小
中
学
生
２
千
円
。ス

タ
ジ
オ
エ
ス
ポ
ワ
―
ル
☎
０

９
０
・
２
２
０
７
・
０
０
３
１

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
　
古
都

鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

Ａ
鎌
倉
文
士
の
愛
し
た
雪
ノ

下
、
西
御
門
を
歩
く
　
６
月

３
・
７
・
９
日
９
時
半
鎌
倉
駅

西
口
時
計
台
広
場
集
合
。
鎌

倉
駅
か
ら
川
喜
多
映
画
記
念

館
ま
で
約
３
㎞
。

Ｂ
潮
騒
の
調
べ
に
小
坪
の
歴

史
を
紐
解
く
　
６
月
20
・
22
・

28
日
９
時
鎌
倉
駅
西
口
時
計

台
広
場
集
合
。亀
の
前
事
件
、

頼
家
相
撲
高
覧
ゆ
か
り
の
地

小
坪
を
巡
る
。
約
１
・
５
㎞
。

Ｃ
花
爛
漫
の
大
船
へ
「
そ
う

だ
！
植
物
園
へ
行
こ
う
」

６
月
16
・
24
日
９
時
半
大
船

駅
南
改
札
集
合
。
大
船
観
音

寺
、大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

な
ど
。
約
２
㎞
。

　
各
７
百
円
。
交
通
費
、
拝

観
料
別
。Ｈ
Ｐ
か
ら
要
申
込
。

▼
第
５
回
漁
港
船
上
市
場

　
６
月
５
日
９
時
、
小
坪
漁

港
岸
壁
。サ
ザ
エ
、タ
コ
、
シ

ラ
ス
の
販
売
や
漁
師
の
店
。

小
坪
漁
業
協
同
組
合
主
催
。

逗
子
市
観
光
協
会
☎
０
４
６

 

・
８
７
３
・
１
１
１
１

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
　

▽
バ
ザ
ー
６
月
12
日
10
～
14

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）。
毎
月
第
２
日

曜
、雨
天
開
催
。※
献
品
受
付

衣
類
・
着
物
・
雑
貨
・
支
援
用

食
糧
品
。
☎
44
・
９
８
３
０

▽
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
で
ア

ジ
ア
寺
子
屋
支
援
未
使
用
切

手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な

ど
も
可
。
鎌
倉
市
御
成
町
11

―
２
ヤ
ノ
ヤ
ビ
ル
２
Ｆ
へ
。

☎
０
８
０
・
６
６
０
２
・
９

４
９
８

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
食
を
通
じ
て
多
世
代
交
流

▽
６
月
17
日
17
時
半
～
18
時

半
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
。
音
楽
を
楽
し
む
会

＆
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
。
▽
22
日

16
～
18
時
ソ
ン
ベ
カ
フ
ェ
。

▼
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

   

６
月
24
～
26
日
。
▽
発
表

部
門
　
朗
読
、
コ
ー
ラ
ス
、

楽
器
演
奏
、舞
踏
、合
唱
な
ど
。

▽
展
示
部
門
　
水
墨
画
、
書

道
、
デ
ッ
サ
ン
、
手
芸
。
バ

ザ
ー
、
映
画
上
映
、
人
物
画

講
座
も
。
☎
25
・
２
０
３
０

▼
第
11
回
歴
史
講
演
会
「
鎌

倉
殿
と
小
坪
」吾
妻
鏡
か
ら

見
え
る
不
思
議
な
小
坪
領
域

   

６
月
12
日
10
時
、
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
。
講
師
は
鎌
倉
考

古
学
研
究
所
理
事
・
伊
藤
一

美
さ
ん
。７
百
円
。
逗
子
の

歴
史
を
学
ぶ
会
今
泉
方
☎
０

９
０ 

・
８
９
１
６
・
９
５
７
４

▼
こ
ど
も
の
た
め
の
手
作
り

絵
本
講
座

　
７
月
30
日
・
８
月
１
・
３
・

15
日
全
４
回
、
10
時
・
13

時
半
。
講
師
は
絵
本
作
家
山

本
省
三
さ
ん
。２
千
円
。小
学

生
以
上
対
象
。
逗
子
文
化
プ

ラ
ザ
☎
０
４
６ 

・
８
７
０
・

６
６
２
２

▼
学
習
セ
ン
タ
ー
の
催
し

　
鎌
倉
市
在
住
者
優
先
。
申

込
は
催
し
名
、
住
所
、
氏
名
、

☎
を
明
記
し
往
復
ハ
ガ
キ
で

各
セ
ン
タ
ー
へ
。

【
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
】

ズ
ン
バ
で
楽
し
く
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
　
７
月
５
・
19
日
13
時

半
。
無
料
。
岡
本
２
―
16

―
３
。
20
日
必
着
。
☎
44
・

２
２
１
９

【
大
船
学
習
セ
ン
タ
ー
】

遠
藤
周
作
文
学
の
世
界
を
見

る
　
７
月
９
・
16
・
23
日
13

時
半
。「
沈
黙
」「
深
い
河
」

な
ど
か
ら
人
間
を
考
察
。
無

多世代交流～子どもから大人までだれでも参加・楽しく交流～
料
。大
船
２
―
１
―
26
。20
日

必
着
。
☎
45
・
７
７
１
２

【
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
】

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
講
座
「
入
門

ク
ラ
ス
」　
７
月
13
・
20
・

27
日
、
８
月
３
日
18
時
半
。

無
料
。e-kanagawa

電
子

申
請
。
７
月
６
日
締
切
。
☎

25
・
２
０
３
０

【
腰
越
学
習
セ
ン
タ
ー
】

南
イ
ン
ド
古
典
舞
踊
と
イ
ン

ド
神
話
・
文
化
　
７
月
17
日

14
時
。
古
典
舞
踊
の
演
舞
、

神
話
や
文
化
の
紹
介
。無
料
。

腰
越
８
６
４
。
７
月
７
日
必

着
。
☎
33
・
０
７
１
２

の
も
特
徴
だ
。
古
絵
図
、
古

文
書
、
錦
絵
な
ど
は
デ
ジ
タ

ル
化
も
進
め
て
い
る
。
近
代

史
資
料
室
に
は
、
旧
家
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
明
治
以
降
の
膨

大
な
資
料
や
写
真
が
集
ま
っ

て
い
る
。

　
飲
食
禁
止
や
マ
ス
ク
着
用

の
要
請
は
続
く
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
制
約
は
よ
う
や
く
元
に

戻
り
つ
つ
あ
る
。た
だ「
10
冊

ま
で
」
の
制
限
を
は
ず
し
た

と
こ
ろ
、
貸
し
出
し
の
総
数

は
減
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

鎌
倉
市
図
書
館
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
「
つ
な
が
る
　

ひ
ろ
が
る
　
１
０
０
年
図
書

館
」。「
市
民
の
身
近
な
図
書

館
で
あ
り
続
け
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。
56
歳
。

（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

ケネス・アーミテージ　訪問
者たち　1961　ブロンズ　
神奈川県立近代美術館蔵

　
鎌
倉
市
植
木
の
龍
寶
寺
境

内
の
玉
縄
歴
史
館
で
「
鎌
倉

の
城
郭
展
」
が
開
か
れ
て
い

る
。
鎌
倉
在
住
の
日
本
画
家

で
歴
史
研
究
家
の
大
竹
正
芳

さ
ん
が
＝
写
真
、
30
年
ほ
ど

前
か
ら
日
本
城
郭
史
学
会
の

仲
間
た
ち
と
鎌
倉
幕
府
滅
亡

の
地
で
あ
る
東
勝
寺
跡
周

辺
、
源

頼
朝
墓
、

法
華
堂

跡
周
辺

の
調
査

実
測
、
市
文
化
財
課
の
指
導

の
も
と
荏
柄
要
害
の
発
見
と

調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果

を
永
福
寺
の
実
測
図
、
杉
本

城
網
張
図
な
ど
と
と
も
に
初

公
開
。
２
０
１
２
年
の
玉
縄

城
築
城
５
百
年
祭
を
契
機
に

玉
縄
城
の
遺
構
の
確
認
、
実

測
を
行
い
書
き
下
ろ
し
た
鳥

観
図
や
遺
構
図
な
ど
も
展
示

し
て
い
る
。
玉
縄
城
址
ま
ち

づ
く
り
会
議
主
催
。

　
９
月
13
日
ま
で
。
入
館
料

２
百
円
。
☎
45
・
７
４
１
１

鎌

倉

の

城

郭

展

鎌
倉
城
の
遺
構
を
さ
ぐ
る

鈴木崇朗さん

宮田大さん

©
志
立
育

アレック・ソス
Gathered Leaves

県立近代美術館 葉山
☎046･875･2800

鎌倉文学館
☎23･3911

初期から最新作まで
の代表作など

6/25～10/10
1200 円

これってさわれるのかな？
―彫刻に触れる展覧会

県立近代美術館 鎌倉
☎22・5000

館所蔵の彫刻作品に
触れ感触を楽しむ

6/11～9/4
250 円

鎌倉時代黎明　文学で読
むはじめてのはじまり

～7/3
500 円

鎌倉国宝館
☎22・0753

武具などから武士本
来の職能を知る

～6/12
700 円

鏑木清方記念美術館
☎23･6405

清方を中心に小杉放
菴や山口蓬春など

鎌倉時代黎明期を文
学作品で辿る。

～6/26
450円

鎌倉市川喜多映画記念
館☎23･2500

追悼・山内静夫
松竹大船撮影所物語

北条氏展 vol.2　鎌倉武士の
時代－武士の姿への憧憬

山内氏を偲び、撮影
所の歩みを辿る

～6/12
200 円

鎌倉歴史文化交流館
☎73･8501

北条氏展 vol.2 －幕府草
創を支えた宿老たち

鎌倉武士の「武」と
「文」の2面性を知る

～6/11
400 円

大河ドラマ館
☎39・5306

於：鎌 倉 文 華 館 鶴 岡
ミュージアム

あらすじや撮影用衣
装や道具を展示

～1/9
1000 円

北鎌倉葉祥明美術館
☎24･4860

過去作から作品を集
めた新刊の原画展

～ 7/29
600 円

県立金沢文庫
☎045･701･9069

山口蓬春記念館
☎046･875･6094

山口蓬春と四季の移ろい
－蓬春が描いた自然の息吹

美人東海道の風景にみる
国貞と広重のつながり

ヨーロッパ古典絵画の輝き 
－模写に見る技法と表現

6/11～山口蓬春　新
日本画への飛躍

～6/5
600円

～6/26
無料

藤澤浮世絵館
☎0466･33･0111

保永堂版東海道（復
刻版）と同時展示

茅ヶ崎市美術館
☎0467･88･1177

6/14～第40回茅ヶ崎
美術家協会展（無料）

～6/5
800円

フランス・モダン・ポス
ター展

横須賀美術館
☎046・845・1211

近代からアール・デ
コの作品約110点

～6/19
1300 円

大佛次郎記念館
☎045･622･5002

実朝と桜子－大佛次郎が
紡いだ武士と雅

時代小説『源実朝』
と『桜子』を紹介

～8/21
200円

そごう美術館
☎045･465･5515

空箱職人はるきる展
Miracle Package Art

空箱をアート作品に変
化させた作品約60点

～7/3
1200 円

神奈川県立歴史博物館
☎045・201・0926

洞窟遺跡を掘る－海蝕洞
窟の考古学

三浦半島周辺から出
土した資料の展示

～6/26
700円

新刊原画展『葉祥明の世
界－幸せへの道案内人』

兼好が生きた時代を 
文化財から読み解く

～7/24
500 円

兼好法師と徒然草  －いま
き明かす兼好法師の実像

日本画の美 ―清方とゆ
かりの画家たち

美術館・文学館めぐり


